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ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
専門家が相談に
応じます

※予約が必要です

12
日
。
知
事
が
現
地
を
視
察
し

た
の
は
14
日
で
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
も
水
道
も
使
え
な

い
な
か
台
風
一
過
の
猛
暑
が
重

な
り
熱
中
症
で
命
を
落
と
さ
れ

た
方
も
出
ま
し
た
。
電
源
車
の

派
遣
な
ど
速
や
か
な
支
援
は
出

来
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

八
千
代
市
は
、
住
家
被
害
が

半
壊
７
件
、
一
部
損
壊
77
件
あ

り
、
倒
木
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

農
業
被
害
は
、
梨
の
落
下
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
が
沢

山
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
給
食
校
は

八
街
市
で
炊
い
た
米
飯
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
停
電
の
影
響

で
３
日
間
主
食
は
各
家
庭
で
の

準
備
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
対
応
を
考
え
て
も

自
校
給
食
を
進
め
て
い
く
べ
き

　

台
風
15
号
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

　

９
月
９
日
未
明
に
千
葉
市
に

上
陸
し
た
台
風
15
号
は
、
記
録

的
強
風
に
よ
り
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
で
は
多
く
の
家
屋
が

損
壊
し
、
倒
木
や
電
柱
倒
壊
な

ど
に
よ
り
60
万
軒
が
停
電
。
復

旧
は
大
幅
に
遅
れ
、
停
電
に
よ

る
断
水
や
通
信
障
害
も
重
な
り

住
民
生
活
は
危
機
的
状
況
に
な

り
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
の
甘
い
見
通
し
の

影
響
も
あ
り
対
応
は
遅
れ
、
千

葉
県
が
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
た
の
は
10
日
午
前
９
時
。
被

災
地
に
職
員
を
派
遣
し
た
の
は

と
言
え
ま
す
。

　

近
隣
の
千
葉
市
や
佐
倉
市
で

は
停
電
が
長
引
き
、
熱
中
症
に

よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
る
高
齢
者

も
多
数
い
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
市
議
団
は
、
八
千
代
市
の
公

民
館
な
ど
を
避
難
場
所
に
貸
し

出
す
こ
と
を
市
に
申
し
入
れ
ま

し
た
が
「
県
か
ら
の
指
示
が
な

い
。
千
葉
市
か
ら
の
要
請
が
な

い
」
と
い
う
理
由
で
動
け
ま
せ

　

９
月
議
会
で
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算
が
１
億
２
千
万

円
増
額
さ
れ
ま
し
た
（
議
案
17

号
）。

　

昨
年
度
、
介
護
保
険
料
を
値

上
げ
す
る
際
に
、
市
は
「
介
護

保
険
７
期
か
ら
９
期
の
９
年
間

（
２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
６

年
度
）
で
毎
年
１
億
円
の
基
金

の
取
り
崩
し
が
想
定
さ
れ
、
高

齢
者
が
増
え
る
の
で
値
上
げ
を

し
な
い
と
追
い
つ
か
な
い
」
と

説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
は
取
り
崩
し
の

想
定
に
反
し
、
１
億

７
千
万
円
も
積
み
増

し
を
し
て
、
11
億
９

千
７
百
万
円
も
貯
め

込
む
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
値
上
げ
の
必

要
は
な
か
っ
た
の
で

す
。

　

次
期
、
介
護
保
険

見
直
し
時
に
は
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
求

め
て
行
き
ま
す
。

東
葉
高
速
鉄
道
運
輸
収
入
過
去
最
高

　
　
　
運
賃
引
き
下
げ
は
可
能

東
葉
高
速
鉄
道
運
輸
収
入
過
去
最
高

　
　
　
運
賃
引
き
下
げ
は
可
能

介
護
保
険
会
計
一
億
円
の
増
額
補
正

　
　
値
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た

介
護
保
険
会
計
一
億
円
の
増
額
補
正

　
　
値
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た

ん
で
し
た
。
災
害
時
に
は
、
自

治
体
間
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

台
風
19
号
対
策
で
、
小
中
学

校
体
育
館
避
難
所
の
ト
イ
レ
の

使
用
改
善
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
で
「
エ
ア
コ
ン
設

置
に
関
す
る
契
約
」
の
議
案
が

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
日
本
共
産
党
が
協
力

し
、
６
年
越
し
で
求
め
て
き
た

小
・
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
来
春
３
月
末
ま

で
に
実
現
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
と
三
田
議
員
は

「
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
た
め
に
、
国

か
ら
の
補
助
制
度
の
創
設
を
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
公
明
党
等
は
「
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
」
の
活
用
を
主
張

し
、
反
対
し
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
は
「
エ
ア
コ
ン
設
置
」
で
は
、

一
致
し
て
い
る
。
財
源
や
手
法

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
べ

き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

東
葉
高
速
の
年
間
輸
送
人
員

は
開
業
以
来
最
高
の
５
千
６
８

１
万
１
千
人
、
１
日
平
均
で
前

年
度
比
３
千
人
増
の
15
万
７
千

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
輸
収
入
が
過
去
最
高
の
１

５
９
億
６
千
万
円
、
営
業
利
益

は
つ
い
に
60
億
円
台
を
達
成
、

純
利
益
は
２
年
連
続
で
25
億
円

を
計
上
、
長
期
債
務
を
除
け
ば
、

ま
さ
に
超
優
良
企
業
と
言
え
る

決
算
内
容
で
し
た
。

　

繰
上
償
還
分
の
20
億
円
を
、

運
賃
引
き
下
げ
に
回
す
べ
き
で

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
10
月
か
ら

の
消
費
税
増
税
を
う
け
た
運
賃

値
上
げ
に
対
し
、
企
業
努
力
で

運
賃
を
据
え
置
き
、
実
質
的
な

値
下
げ
に
す
る
こ
と
を
東
葉
高

速
へ
要
請
す
る
べ
き
だ
と
求
め
、

増
税
分
の
２
％
は
、
営
業
利
益

61
億
７
千
万
円
の
わ
ず
か
５
％

の
負
担
で
実
現
出
来
る
と
主
張

し
ま
し
た
。

台風19号で教育委員会に申し入れ

千
葉
県
の
支
援

　
　

大
幅
に
遅
れ
る

千
葉
県
の
支
援

　
　

大
幅
に
遅
れ
る

八
千
代
市
で
も
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被
害

八
千
代
市
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も

　
　

大
き
な
被
害

（単位：円）

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
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来
年
３
月
に
設
置
完
了

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
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来
年
３
月
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設
置
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了

体
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求
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体
育
館
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エ
ア
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設
置
を
求
め
る
意
見
書
否
決

放射性廃棄物を忘れないで
公園や校庭に埋まっています

 
台
風
15
号
直
撃

　
　
　
千
葉
県
に
甚
大
な
被
害

 
台
風
15
号
直
撃

　
　
　
千
葉
県
に
甚
大
な
被
害

東
葉
線

　福島原発事故から８年以上経過しました
が、汚染土壌の最終的な行き場は決まって
いません。
　八千代市内の放射性廃棄物は、清掃セン
ター敷地内と北部汚水中継ポンプ場内に側
溝や調整池に堆積した汚泥を保管していま
すが、身近な公園や学校にも除去土壌が保
管されています。これらはフレコンバッグ
に詰めて、萱田地区公園ほか５か所の公園
に127袋、勝田台中学校ほか４校に508袋
が埋設されています。
　市はガイドラインに基づいて
保管しているというものの、地
震や水害などによって埋設物が
拡散してしまうリスクを考え
て、埋設場所を表示することや、授業のな
かで生きた教材として活用することなどを
提案しました。



２０１9年 9 月議会
主な議案・日本共産党提出の発議案に対する議決結果  　 

日本共産党市議団調べ
○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらず　敬称略

果
結
決
議 賛成数
反対数

日本共産党 市民クラブ 公明党 自由民主党 絆 新未来

野
菅
田
三

口
堀
川
飯
原
伊
田
植 嵐 澤

小
田
澤
村
西
島
花
文
隆
林

下
木
田
正
永
末
川
立
川
緑
東
伊
澤
野
江

塚
大
田
成
彦
利
林

澤
大
本
塚
内
宮
野
河
山
高
口
山

議案第 12号　決算認定 認定 賛成22 反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第 15 号　令和元年度八千代市一般
会計補正予算（第 2号） 可決 賛成22 反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第 17 号　令和元年度八千代市介護
保険事業特別会計補正予算（第 2号） 可決 賛成22 反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

性急な改憲はやめるよう求める意見書 否決 賛成  7 反対20 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○

木更津駐屯地へのオスプレイ配備をや
めるよう求める意見書 否決 賛成  5 反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

幕張メッセを武器見本市の会場として
貸し出さないよう求める意見書 否決 賛成  5 反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

小・中学校の体育館にエアコンを設置
するため、国からの補助制度の創設を
求める意見書

否決 賛成  6 反対21 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○

　平成 30 年度予算は服部市長の初めての本格予算でし

た。国の悪政のもと、「住民の福祉の増進図る」（地方

自治法第１条）を目的とする地方自治体の役割は一層

重要となっています。

　日本共産党は市民の暮らし福祉を充実させる立場か

ら、以下の理由により不認定としました。

一、市庁舎整備費用

建設費用への疑問が多いこと

「緊急防災・減災事業債」の検討が不充分で、建て

替ありきの方針であること。

二、国民健康保険会計

保険料の滞納者が増えているのに、引き下げの検

討ができていないこと。

子どもの均等割りをやめる検討がされていないこと。

三、介護保険会計

不必要な値上げの結果、介護給付費準備基金が１

億円以上の積み増しとなったこと。

　基金を取り崩して、保険料の引け下げのための

努力が行われていないこと。

平成30年度決算
日本共産党は不認定
平成30年度決算
日本共産党は不認定

　

防
衛
省
は
、
来
年
３
月
ま
で

に
木
更
津
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ

を
暫
定
配
備
す
る
こ
と
を
、
木

更
津
市
に
示
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
突
然
木
更
津
基
地
に

「
暫
定
」
配
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
暫
定
と
し
て
い

る
が
、
期
間
は
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
の
か
、
世
界
で
最
も
事

故
率
が
高
い
危
険
な
オ
ス
プ
レ

イ
を
受
け
入
れ
て
い
い
の
か
な

ど
県
民
・
市
民
か
ら
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
更
津
市
が
開
い
た
住
民
説

明
会
で
防
衛
省
は
、
暫
定
配
備

さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
に
陸
上
自

衛
隊
習
志
野
駐
屯
地
の
第
一
空

て
い
団
が
搭
乗
す
る
こ
と
も
有

り
う
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

陸
自
習
志
野
駐
屯
地
を
囲
む

八
千
代
市
、
習
志
野
市
、
船
橋

市
は
お
よ
そ
１
０
０
万
人
が
住

む
人
口
密
集
地
で
あ
り
、
ひ
と

た
び
墜
落
事
故
等
が
起
き
れ
ば
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
か
ね

ま
せ
ん
。

　

今
で
も
駐
屯
地
周
辺
で
は
、

実
弾
訓
練
と
と
も
に
Ｃ
Ｈ
４
６

な
ど
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

　

教
育
委
員
会
は
、
「
阿
蘇
・
米

本
地
域
の
小
学
校
３
校
を
統
廃

合
し
、
米
本
団
地
に
１
校
残
す
」

施
設
分
離
型
小
中
一
貫
校
方
針

を
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
の
説
明
会
で
米
本

団
地
住
民
か
ら
「
米
本
小
と
米

本
南
小
の
２
校
を
統
合
し
て
、

騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
に

よ
る
騒
音
・
粉
塵
な
ど

を
高
津
団
地
周
辺
地
域

に
ま
き
散
ら
す
こ
と
は

必
至
で
す
。

　

習
志
野
駐
屯
地
で
の
訓
練
を

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
木
更
津

基
地
へ
の
配
備
を
止
め
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
千
葉
県
の
空
に
も
、

日
本
の
ど
こ
に
も
オ
ス
プ
レ
イ

は
い
ら
な
い
の
声
を
上
げ
ま

し
ょ
う
。

　

八
千
代
市
の
未
配
置
教
員
数

は
、
８
月
現
在
、
小
学
校
４
校

で
４
名
、
中
学
校
２
校
で
２
名

で
す
。
教
員
の
採
用
は
県
教
育

委
員
会
の
責
任
で
す
が
、
市
の

責
任
で
緊
急
の
対
策
を
取
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

船
橋
市
は
11
名
の
「
補
助
教

員
（
病
休
・
産
休
・
育
休
等
に

対
応
）
」
を
採
用
し
て
い
ま
す

（
２
４
８
４
万
円
の
予
算
）
。

　

八
千
代
市
に
も
こ
の
よ
う
な

姿
勢
が
あ
る
か
の
質
問
に
対
し
、

市
の
予
算
で
「
３
名
の
補
助
教

員
を
考
え
る
」
と
初
め
て
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
３
名
で
は
不

　

市
は
セ
ン
タ
ー
給
食
に
つ
い

て
「
防
災
・
食
育
・
費
用
」
の

観
点
か
ら
も
自
校
給
食
よ
り

優
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
台
風
15
号
に
よ
る
八
街
市

の
停
電
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
給
食

校
で
は
米
飯
の
供
給
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
弱
点

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
食
育
で
は
地
元
農

家
の
方
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

教
育
長
は
「
食
材
の
安
全
性
か

ら
地
元
産
は
ど
の
程
度
放
射
性

物
質
検
査
さ
れ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」
の
で
食
品
納
入
業
者

か
ら
購
入
す
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。

阿
蘇
小
は
残
せ
ば
い
い
」
阿
蘇

小
学
校
地
域
の
人
は
「
も
え
ぎ

野
地
区
の
造
成
に
と
も
な
っ
て
、

阿
蘇
小
は
残
す
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。」
と
存
続
を
求
め

ま
し
た
。

　

阿
蘇
地
域
の
住
民
が
７
月
18

日
に
申
し
入
れ
を
し
た
際
、
市

長
は
「
阿
蘇
地
域
の
賛
成
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
何
が
何
で
も
阿

蘇
小
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
方
針
を
変
え
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
統
廃
合
の
答
申
が
４
年

前
に
出
さ
れ
て
以
来
「
阿
蘇
小

を
な
く
す
な
」「
米
本
団
地
か
ら

学
校
を
な
く
す
な
」
と
、
住
民
運

動
が
粘
り
強
く
続
い
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
統
廃
合
計
画

の
押
し
つ
け
を
や
め
て
、
阿
蘇

地
域
に
阿
蘇
小
学
校
を
残
す
と

い
う
決
断
を
す
べ
き
で
す
。

十
分
で
す
が
一
歩
前
進
で
す
。

一
日
で
も
早
く
採
用
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

　

教
職
員
の
確
保
は
子
ど
も
の

教
育
に
と
っ
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

『
補
助
教
員
３
名
の
予
算
化
』

『
補
助
教
員
３
名
の
予
算
化
』と
答
弁

と
答
弁

　

し
か
し
、
八
千
代
市
は
農
産

物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
結

果
を
公
表
し
て
い
ま
す
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
農
政
課
）。
教
育
委

員
会
が
安
全
性
に
不
安
が
あ
る

よ
う
な
発
言
を
す
る
の
は
問
題

で
す
。

　

地
元
農
産
物
の
安
全
確
保
は

市
の
責
務
で
す
。
安
全
性
の
信

頼
を
損
な
う
よ
う
な
考
え
を
改

め
地
元
農
家
と
の
連
携
を
進
め
、

災
害
時
の
炊
き
出
し
食
材
の
確

保
な
ど
も
ふ
ま
え
、
防
災
・
食

育
の
観
点
か
ら
も
自
校
給
食
校

へ
方
針
を
転
換
し
て
い
く
べ
き

で
す
。

住
民
の
総
意
を
尊
重
し

　
　
　 

阿
蘇
小
学
校
を
残
せ

住
民
の
総
意
を
尊
重
し

　
　
　 

阿
蘇
小
学
校
を
残
せ

セ
ン
タ
ー
給
食
か
ら

    

　
　
自
校
給
食
に
転
換
を

セ
ン
タ
ー
給
食
か
ら

    

　
　
自
校
給
食
に
転
換
を

習志野市茜浜斎場を視察習志野市茜浜斎場を視察

オ
ス
プ
レ
イ
の
木
更
津
基
地
配
備
反
対

　
習
志
野
駐
屯
地
が
訓
練
場
に

オ
ス
プ
レ
イ
の
木
更
津
基
地
配
備
反
対

　
習
志
野
駐
屯
地
が
訓
練
場
に


